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16・67Gaシンチグラフィで心臓部に集積を示した2症

　　例の検討一悪性リンパ腫及びサルコイドーシスの
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　67Gaにて診断しえたサルコイドーシスおよび悪性リ

ンパ腫の心臓侵襲の2症例を報告した．サルコイドーシ

スの症例は心臓部と左腎にGaの集積を認め，左室壁の

生検にて非乾酪性類上皮細胞結節を認めたが，ステロイ

ド治療によりこれら集積は消失した．悪性リンパ腫の症

例は心臓部に集積を認めたが，治療を行えないうちに上

室性頻拍から心不全となり死亡した．剖検により左室壁

に壊死を認め，腫瘍細胞の浸潤を認めた．これらは心臓

侵襲が死因の原因となることが多く剖検時には20－30％

に認められるといわれているが，症状も非特異的であり

生前に診断がつく頻度は低い．これらの疾患は治療に対

する反応性が良好であり，積極的な診断・治療が望まれ

る．67Gaスキャンはこれらの病巣描出に対しsensitivity

が高く，またその活動性や治療効果の判定に有用であり，

積極的に施行すべき検査であると思われた．

筋疾患では，発症より撮像までの時期がさまざまであっ

ても全例陽性像が得られ，持続的な心筋細胞障害の存在

が示唆された．

　以上より，1111n－Antimyosin心筋イメージングは各種

心筋疾患における心筋細胞障害の存在の有無や経過，予

後の評価に有用な非侵襲的検査法といえる．

18．1231－MIBG心筋シンチグラフィの使用経験
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　1231・MIBGとso1TIの2核種同時収集心筋シンチグラ

フィを，虚血性心疾患18例（急性心筋梗塞5例・陳旧

性心筋梗塞8例・狭心症5例）と肥大型心筋症1例に施

行した．まずPLANAR像にて周囲臓器（肺・肝）への

集積を検討した．肺への集積では，201Tlの集積増加が

3枝病変症例にのみ認められたのに比し，i231－MIBGで

は疾患群間に差はなく増加する症例が多かった．肝への

集積では1231・MIBGの集積は201Tlより明らかに増加

し，特に遅延像でその傾向が顕著であoた．SPECT像

での心筋集積の検討では，虚血性心疾患ではL’OITIより

広範囲に集積低下部位が認められ，肥大型心筋症1例で

は，1231－MIBGでのみ局所的に集積低下部位が出現し，

なんらかの交感神経機能の低下を示唆する所見を示した．

17．1111n－Antimyosin心筋イメージングの臨床応用
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　心筋細胞壊死巣の描出を目的として1111n標識抗ミオ

シンモノクローナル抗体一Fab（11iln－Antimyosin）心筋イ

メージング（Planar，　SPECT）の臨床応用を急性心筋梗

塞6例と各種心筋疾患4例（急性心筋炎2例，拡張型心

筋症1例，心サルコイドーシス1例）を対象に検討した．

　その結果，発症2週以内の心筋梗塞例の66％以上に

陽性像が認められた．但し，Planar像では，下壁梗塞

で肝集積により判読困難な例がみられたことより，

SPECT像による検索が不可欠と思われた．その他の心

19．下大静脈奇型と血流シンチグラフィ
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　下大静脈の走行異常はCT検査時などに偶然発見され

る場合が多い．臨床上問題となることはほとんどないと

思われるが，血流シンチグラフィは，その全体の走行像

と血流の程度を確認する意味で簡便かつ非侵襲的に行な

える検査法として有用である．今回，下大静脈奇形の

なかのtransposition，　duplication，　absent　hepatic　and

infrahepatic　segment　of　inferior　vena　cava　with　azygos

continuationの各症例を呈示した．さらに出生後まもな

く後腹膜奇形腫の手術を受け，30年後再度後腹膜腫瘍が

認められ，CT検査にて腎静脈レベル以下の下大静脈が
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